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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７‐２００Ｂ型ＪＡ８１２２は、昭和５４年７ 

月２２日、同社の定期００１便としてサンフランシスコ国際空港を離陸し新東京国際空港 

に向け飛行中、旅客１名（男性４９才）が病死した。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５４年７月２４日　事実調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５４年１０月１６日　意見聴取



２　認定した事実

ＪＡ８１２２は、昭和５４年７月２２日、旅客２６０名、乗組員２７名（運航乗務員６名、 

客室乗務員２１名）がとう乗し、０８時１０分（日本標準時。以下同じ。）サンフランシスコ 

国際空港を離陸し、巡航高度３１，０００フィートで新東京国際空港に向け飛行中、０９時１０ 

分ごろ、旅客の１名の容態が急変した。

客室乗務員は、機長に報告すると共に、酸素吸入を始め、とう乗中の日本人医師２名に手当 

を依頼したが、０９時２５分、サンフランシスコ西方約５７０海里の公海上空で死亡し、当該 

医師により確認された。

同旅客は、インドネシヤ国籍の４９才の男性で、がん手術のため、ジャカルタからサンフラ 

ンスシスコに行き、１０日間の滞在のみで手術は行われず、ジャカルタに帰国するため、スト 

レッチャ（担架）輸送旅客として、付添人３名とともにとう乗していた。

機長は、付添人の希望及び機内における遺体保存措置の限界等から、目的地をホノルル国際

空港に変更し、同空港到着前に燃料５０，０００ポンドを放出した後、１３時１２分着陸した。

同空港において、遺体とともに付添人３名は降機した。

検視官の米国人医師によれば、同旅客の死亡原因は、「がん症」であった。

３　結論

原因

本事故は、航空機にとう乗中の旅客が、「がん症」により死亡したことによるものと認めら 

れる。


